
大項目
小項目

施設の形式 屋根型ﾊｳｽ（硬質ﾌｨﾙﾑ）
ﾄﾏﾄ栽培温室

間口9ｍ×3連棟×48ｍ 1,296 ㎡
耐風速50ｍ/ｓ以上

1、ﾊｳｽ本体材料
①基礎 各社構造計算による

立ち上がり　GL＋200㎜程度　谷勾配を考慮して計画設置
②鉄骨工事 柱高3600㎜ 柱ｽﾊﾟﾝ　3000㎜ ・・・基本 各社構造計算による

主骨材は、溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ
鋼材の選定は、構造計算書によるものとする
屋根勾配は、5/10とする
誘引ﾌﾞﾚｽ（吊ﾌﾞﾚｽ要）は、各ｽﾊﾟﾝへ設置 基礎天より3000㎜に設置
両妻部に妻補強を設置する事（ﾄﾗｽ使用などのﾄﾏﾄ誘引に
耐えうるものとする）

③被覆資材 天窓：ﾌｯ素ﾌｨﾙﾑ0.08㎜（ｴﾌｸﾘｰﾝGRﾅｼｼﾞ）
屋根：ﾌｯ素ﾌｨﾙﾑ0.08㎜（ｴﾌｸﾘｰﾝGRﾅｼｼﾞ）
桁上、妻上：ﾌｯ素ﾌｨﾙﾑ0.08㎜（ｴﾌｸﾘｰﾝGRﾅｼｼﾞ）
巻き上げ：ﾅｼｼﾞPOﾌｨﾙﾑ0.15
側巻上下：ﾅｼｼﾞPOﾌｨﾙﾑ0.15
地際：ｶﾗｰﾄﾀﾝ＝600程度　ﾌｨｯﾄにて隙間を無くし固定する
側妻換気、天窓部に防虫ネット（0.4㎜目）　設置

④天窓開閉工事 両側総天窓とし、東西で別系統とする
自動開閉方式（ﾗｯｸ＆ﾋﾟﾆｵﾝ）とする
天窓はｱﾙﾐ枠とする

⑤側、妻換気工事 2段自動巻き上げとする
上段4台、下段4台は別系統とする

⑥建具 ｱﾙﾐ製吊戸とし、ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞ複層板とする。
H3000×W1500×2枚戸　1ヶ所（Ｗﾚｰﾙ片引き）
H2300×W1300×1枚戸　2箇所

※外付けとする
⑦防鳥線 屋根外周、棟、谷部にﾅｲﾛﾝ製の防鳥線を施すこと

架台は、ｽﾃﾝﾚｽ製
⑧排水工事 両勾配とする

桁樋、谷樋に関しては、ｱﾙﾐ製の樋を仕様すること
桁樋、谷樋よりVU管にて落とし、指定方法により排水処理
をおこなうこと

⑨鉄骨アルミ部材 ﾌﾞﾚｽ、ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ類は、溶融亜鉛ﾒｯｷ（ドブ漬）、もしくは
取付部品 ｽﾃﾝﾚｽ製とする。

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは、ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄとし溶融亜鉛ﾒｯｷ品とする
屋根ﾀﾙｷ　ﾋﾟｯﾁ600㎜以内
側、妻ピットﾊﾙ、ﾋﾞﾆﾍﾟｯﾄ同等品（妻　ﾋﾟｯﾁ600㎜、側　ﾋﾟｯﾁ600㎜）

奥行き方向のﾀﾙｷは、ｱﾙﾐ製のものを使用
⑩残土及び発生材 基礎工事の残土は、場内処分とする
処理 温室工事にて発生した廃材などは、施工者の責任において

廃棄処理などの適切な処理を行うこと
２、附帯設備工事
①ｺｺﾌｨｰﾙﾄﾞ栽培工事 ﾊｳｽ内全面に防草シートを張る事

ﾍﾞｯﾄ：4列×1棟、5列×2棟とする
ﾍﾞﾝﾁ構造：ﾊﾟｲﾌﾟで勾配を取り、ﾍﾞｯﾄ下に暖房ﾀﾞｸﾄが通る
仕様とする
栽培培地：ｺｺﾔｼ袋培地とし、6本/袋定植できるものとする
貯水ﾀﾝｸ：９ｔ琺瑯製
潅水ﾕﾆｯﾄ：３系統以上３液混入ﾀｲﾌﾟ、灌水量が
１株当たり制御出来るものとし排液掛け流しﾀｲﾌﾟ
統合環境制御機との連動ができる灌水制御盤を使用する

基　本　設　計　書　

独立基礎

内　　　　容 備　考

施設の規模

Ⅰ、ﾄﾏﾄ栽培温室　基本仕様
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基　本　設　計　書　

内　　　　容 備　考

排液：排液回収のため、ﾍﾞﾝﾁ上部に養鶏樋を設置し、
１箇所に回収することとする
排液ｶｳﾝﾀｰを設置することとする
潅水ﾁｭｰﾌﾞ：１株当たり1.5Ｌ/ｈ以上のﾄﾞﾘｯﾊﾟｰを使用し、
１株に１本挿すﾀｲﾌﾟを使用する事とする
圧力補正機能付のドリッパーを使用することとする
発砲架台：片側から排液が流れるものとする
施工：ﾍﾞｯﾄ設置、穴あけまでとする

②ﾐｽﾄ設備工事 ﾗｲﾝ：２列/棟とする
系統：１系統
ﾉｽﾞﾙ：45㏄/分の吐出量、1.5ｍ/ﾋﾟｯﾁの千鳥設置

③統合環境制御工事 制御仕様：天窓2系統、ｶｰﾃﾝ2系統、暖房機1系統
ｻｲﾄﾞ換気2系統、ＣＯ２発生機1系統、ﾐｽﾄ1系統、給液1系統
測定項目
ﾊｳｽ外：風向、風速、雨、日射、気温各1点
ﾊｳｽ内：気温、湿度、ＣＯ２濃度各1点
設定閲覧機器：ﾊﾟｿｺﾝ1台
外部から閲覧設定できるものとする
※ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ契約は事業実施主体が行うものとする

④ｶｰﾃﾝ設備工事 2軸2層4枚張り傾斜ｶｰﾃﾝｽﾗｲﾄﾞ式（誠和ｶｰﾃﾝ同等品）
上層：遮光ﾌｨﾙﾑＳＬＳ50ﾊｰﾓﾆｰ同等品）
下層：保温ﾌｨﾙﾑ（ＳＬＳ１０ｳﾙﾄﾗ+同等品）
妻面：手動ｽﾗｲﾄﾞＰＯﾌｨﾙﾑ0.1
側面：手動巻上ＰＯﾌｨﾙﾑ0.１
通路ごとに作業台車が走れるレールを設置（矢崎同等品）
ﾚｰﾙ式自動作業台車2台
ﾚｰﾙ式トマト収穫台車5台
ﾚｰﾙ式防除装置（ﾏｽﾌﾟﾚｰｳｫｰｸ同等品）
動噴ｾｯﾄ、ﾎｰｽの設置

⑥誘引工事・誘引材料 ﾄﾏﾄ栽培に適したﾜｲﾔｰを2列/ﾍﾞｯﾄに設置
栽培ﾍﾞﾝﾁの支柱には、ｽﾃﾑｻﾎﾟｰﾄを設置
ﾛｰﾗｰﾌｯｸ32ｍ　4400ヶ 夏場に向け側枝をのばす

ﾄﾏﾄｸﾘｯﾌﾟ生分解　6000ヶ ため、株数×1.5
粘着ｼｰﾄ500枚をﾍﾞｯﾄ上で上下に可動出来るように設置

⑦整地・転圧工事 ﾊｳｽ内全てﾚﾍﾞﾙにて転圧
暖房設備 暖房負荷計算書
暖房機は、温度条件を参考に機種台数を設定すること
温度設定　-4℃→15℃
煙突ｾｯﾄ、煙室ｾｯﾄ、防油堤、ｵｲﾙﾀﾝｸ設置
栽培ﾍﾞｯﾄの下に穴あきﾀﾞｸﾄを敷設
ｸﾞﾛｳｴｱ設備
当該ﾊｳｽ栽培に適した規格（灯油）、ｵｲﾙﾀﾝｸの設置
循環扇
当該ﾊｳｽ栽培に適したﾌｧﾝを6台設置

⑨電気設備工事 九州電力内線工事規定を遵守し、申請手続きなどは、
施工業者の責任において適切に行うこと
蛍光灯、ｺﾝｾﾝﾄなどは、栽培に支障の無いように設置
ﾊｳｽの設備に関するすべての電気工事を行うこと

⑩選別機 ﾌﾞﾗｼ機付1連式
能力：125～150ｋｇ/毎時
選別分類：6段階選別

⑪申請関係

⑧暖房・ｸﾞﾛｰｳｴｱ・循
環扇設備工事

⑤作業台車・防除設
備工事


